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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
想
と
は
何
だ
ろ

う
か
、
こ
の
七
年
間
に
何
が
で
き
る
の

か
、
と
考
え
て
い
る
人
に
も
、
ぜ
ひ
大

島
鎌
吉
の
思
想
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
島
は
、
東
京
五
輪
で
は
科
学
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
金
メ
ダ
ル

十
六
個
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後

「
五
輪
ボ
ケ
」
の
栄
光
に
酔
っ
て
い
た

関
係
者
を
よ
そ
に
、
国
民
全
体
が
平
和

な
暮
ら
し
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
よ
う
に
と
、
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
啓

蒙
活
動
と
平
和
運
動
に
晩
年
を
捧
げ
て

い
き
ま
し
た
。
原
子
力
へ
の
警
鐘
も
鳴

ら
し
て
い
ま
し
た
。

「
日
本
の
繁
栄
は
、
虚
弱
を
隠
し
た
虚

飾
の
繁
栄
だ
」
と
看
破
し
、
原
子
力
時

代
に
人
間
の
尊
厳
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
訴
え
続
け
て
い
た
。
こ
れ
も

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
つ
く
っ
た
男
」

と
呼
ば
れ
た
大
島
の
姿
で
す
。

身
の
思
想
家
た
ち
の
著
書
を
愛
読
し
、

中
で
も
西
田
幾
多
郎
に
傾
倒
し
て
い
た
。

大
島
は
進
学
先
に
、
宮
本
武
蔵
の
『
五

輪
書
』
を
座
右
の
書
に
し
て
い
た
岸
源

左
右
衛
門
が
い
た
関
西
大
学
を
選
び
、

そ
こ
で
才
能
を
開
花
さ
せ
ま
す
。
反
骨

精
神
と
、
誰
を
相
手
に
し
て
も
臆
す
る

こ
と
な
く
、
信
念
を
曲
げ
ず
に
接
し
て

い
く
姿
勢
は
、
大
島
の
生
き
方
の
大
き

な
特
長
で
す
。

敗
戦
後
、
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ

ー
ツ
の
国
際
復
帰
に
奔
走
す
る
場
面
や
、

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

招
致
、
そ
し
て
選
手
強
化
本
部
長
、
選

手
団
長
と
な
っ
て
五
輪
を
成
功
さ
せ
て

い
く
際
に
も
、
そ
れ
が
発
揮
さ
れ
て
い

っ
た
ん
で
す
ね
。

│
│
日
本
は
こ
の
九
月
、
二
〇
二
〇
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
ニ
ュ
ー
ス

に
沸
き
立
ち
ま
し
た
。
開
催
は
七
年
後

で
す
。

い
え
ば
、
試
合
で
ど
う
戦
っ
た
の
か
と

い
う
状
況
や
、
勝
利
し
て
い
か
に
感
動

し
た
か
と
い
う
心
情
を
綴
っ
た
も
の
を
、

書
く
側
も
読
む
側
も
考
え
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
が
。

「
学
生
の
本
分
は
学
ぶ
こ
と
で
、
ス
ポ

ー
ツ
は
学
問
の
余
暇
に
す
る
も
の
」
と

い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
は
、
大
島
の

生
涯
を
貫
い
て
い
た
ポ
リ
シ
ー
の
一
つ

で
す
。
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま

す
。
金
沢
商
業
学
校
時
代
に
頭
角
を
現

し
た
大
島
の
元
に
、
関
東
陸
上
の
雄
・

早
稲
田
大
学
を
は
じ
め
数
々
の
大
学
の

ス
カ
ウ
ト
が
来
た
。
そ
の
際
に
、
学
費

や
遠
征
費
の
免
除
だ
け
で
な
く
、
小
遣

い
ま
で
出
す
条
件
を
出
し
た
大
学
が
あ

っ
た
。
彼
は
憤
り
を
感
じ
て
、「
学
生

の
本
分
は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
追
い
返

し
た
ん
で
す
ね
。

日
本
の
ワ
イ
マ
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
金

沢
で
生
ま
れ
育
っ
た
大
島
は
、
郷
里
出

い
て
、
重
要
な
こ
と
は
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
、

参
加
す
る
こ
と
で
す
）T

he im
portant 

thing in Life is not the trium
ph, 

but the struggle.

（
人
生
に
お
い
て
重

要
な
こ
と
は
、
大
成
功
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

努
力
す
る
こ
と
で
す
）」
と
い
う
書
き
出

し
で
始
ま
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
モ
ッ
ト
ー

は
、
今
は
有
名
で
す
が
、
当
時
は
日
本

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大
島
は
こ

れ
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
の
帰
朝
成
果

と
し
て
大
学
へ
報
告
し
た
の
で
す
。

│
│
普
通
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
文
章
と

│
│
大
島
鎌
吉
が
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
父
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
の
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
モ
ッ
ト
ー
」
に
出
会
っ
た

の
は
一
九
三
二
年
、
ロ
ス
五
輪
の
時
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
彼
は
二
十
三

歳
の
大
学
生
で
し
た
。

当
時
の
関
西
大
学
の
学
報
に
、
大
学

四
年
の
大
島
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
モ
ッ
ト

ー
を
英
文
で
紹
介
し
た
文
章
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。「T

he im
portant thing 

in O
lym

pic G
am

es is not to w
in, 

but to take part.

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
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本
書
は
、
陸
上
三
段
跳
の
元
世
界
記

録
保
持
者
で
、
戦
前
ロ
ス
五
輪
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
の
大
島
鎌け
ん

吉き
ち（

一
九
〇
八
〜
八
五
）

の
生
涯
を
追
っ
た
評
伝
だ
。
世
界
の
頂

点
を
競
っ
た
選
手
時
代
。
新
聞
社
特
派

員
と
し
て
戦
火
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
取
材

し
た
戦
争
の
時
代
。
戦
後
は
日
本
の
ア

マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
復
帰
と
五

輪
実
現
の
た
め
に
世
界
を
駆
け
た
日
々

が
描
か
れ
る
。
生
涯
を
貫
く
行
動
指
針

は
、「
真
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
と
は

何
か
」
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
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